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物
申
す
会
は
、
回
を
重
ね
て　

回
を
超
え
た
。
第

５０

１
回
が
２
０
０
９
年
６
月　

日
だ
っ
た
の
で
、
第　

２６

５０

回
（
２
０
１
３
年　

月　

日
）
で
、
５
年
近
い
年
輪

１１

２２

を
経
た
こ
と
に
な
る
。

　

思
え
ば
、
初
回
を
ス
タ
ー
ト
す
る
前
、
事
務
局
か

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
が
出
さ
れ
、
会
員
の
新
た
な
交
流
の

５０

場
に
つ
い
て
意
向
調
査
が
な
さ
れ
た
。
集
計
し
て
み

る
と
、
希
望
す
る
項
目
の
中
で
、
映
画
、
討
論
、
歴

史
の
点
数
が
高
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
始
ま
っ
た
の
が
、
映
画
鑑
賞
会
で
あ
り
、

物
申
す
会
だ
っ
た
。
歴
史
研
究
会
は
第
１
回
が
参
加

者
４
名
、
第
２
回
が
３
名
で
、
静
か
に
自
然
消
滅
。

映
画
鑑
賞
会
は
メ
ニ
ュ
ー
に
事
務
局
の
努
力
、
工
夫

も
こ
れ
あ
り
、
第　

回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
作
品
賞
の

８５

『
ア
ル
ゴ
』
の
よ
う
な
新
作
も
上
映
さ
れ
る
な
ど
し

て
、
人
気
が
継
続
し
て
い
る
。

　

物
申
す
会
に
つ
い
て
は　

回
分
の
項
目
を
並
べ
て

５０

み
る
と
、
取
り
上
げ
て
き
た
テ
ー
マ
が
世
間
で
話
題

沸
騰
す
る
数
年
前
に
行
わ
れ
た
も
の
も
多
く
、
会
員

の
間
で
議
論
、
問
題
提
起
し
て
い
た
軌
跡
が
読
み
と

れ
る
。
た
と
え
ば
、
少
子
化
や
財
政
赤
字
、
ま
た
非

１８２

会

員

の

広

場

会

員

の

広

場

核
三
原
則
、
英
語
教
育
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
原
発
、
日
本
の

安
全
保
障
、
日
本
の
株
式
市
場
、
日
中
韓
歴
史
認
識

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
第　

回
で
は
古
事
記
を
取

４０

り
上
げ
、
文
化
の
領
域
に
も
入
り
深
く
議
論
し
た
。

　
　

回
も
経
て
く
る
と
、
会
員
同
士
の
絆
も
自
然
と

５０
深
く
な
る
。
泊
り
が
け
で
議
論
を
深
め
た
い
と
希
望

す
る
会
員
も
現
れ
た
。

　

ま
た
春
秋
の
季
節
の
良
い
頃
、
年
に
２
回
ほ
ど
緑

陰
論
争
と
銘
打
っ
て
、
会
議
室
か
ら
飛
び
出
し
、
木

陰
で
勉
強
会
を
開
く
こ
と
に
し
て
い
る
。
昨
年
は
春

に
千
鳥
ヶ
淵
墓
苑
、
秋
に
は
靖
国
神
社
に
足
を
運
ん

だ
。
帰
途
さ
さ
や
か
な
ミ
ニ
懇
親
会
を
も
ち
、
各
会

員
の
生
ま
れ
故
郷
な
ど
披
瀝
し
て
も
ら
っ
た
。

　

ミ
ニ
暑
気
払
い
、
ミ
ニ
忘
年
会
も
毎
年
開
き
、
会

員
同
士
の
絆
を
大
事
に
す
る
会
に
し
て
い
る
。
発
言

は
強
制
せ
ず
、
自
然
体
の
物
申
す
会
を
今
後
も
大
切

に
し
て
い
き
た
い
。

　

振
り
返
っ
て
長
く
も
短
く
も
感
じ
つ
つ
、　

回
を

５０

迎
え
、
感
無
量
と
い
う
の
は
、
ち
と
オ
ー
バ
ー
か
。

一
言
で
い
え
ば
、
経
済
倶
楽
部
の
会
員
同
士
の
絆
を

強
め
て
き
た　

回
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
議
論
す

５０

る
中
で
お
互
い
の
意
思
を
確
認
し
、
心
を
通
わ
せ
る

同
志
に
な
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
れ
に
は
そ
れ
な
り
の　

回
と
い
う
時
間
が
必
要

５０

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
歴
史
認
識
で
、
か
な

り
や
り
あ
っ
た
こ
と
も
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ

る
。
世
話
人
の
一
人
と
し
て
一
筆
啓
上
し
ま
し
た
。

藺 
―
―
―
―
―
―
―
― 
藺　

【
訂
正
】
本
欄
前
号
の
筆
者
は
中
川
敏
洋
氏
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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